
afe

ommunity

笑顔を未来につなげよう

けがや事故を防ぐ
国際基準の安全・安心に
取り組んでいます

セーフコミュニティ こおりやま

2015
活動開始

2016
2017

事前指導

国際認証取得予定

違法な客引き行為を許さない
笑顔を未来につなげよう　セーフコミュニティこおりやま

●防犯対策委員会私たちが取り組んでいます

■H28（2016）セーフコミュニティ地域診断
　のアンケート結果から

■市条例に違反している客引人数

問30  郡山駅前の違法客引きや違法スカウト行為（通称「カラス族」）に
　　　どのような印象を持っていますか？（いくつでも選択）
　　　 ※飲食店、カラオケ店の呼び込みは、違法客引きではありません。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

怖い、威圧感を感じる
通行のさまたげ
景観を悪くする
しつこい
かっこ悪い
タバコの投げ捨てをする
その他
断りにくい
まちのにぎわいを感じる
店に行くのに便利
かっこ良い
　　　　　　　　　　　　  無回答

50.6%
48.7%
40.6%
36.3%
23.2%
13.2%
6.7%
6.6%
2.3%
1.4%
0.7%
12.5%

順  位 内　　容 割　合

セーフコミュニティの情報は検索で 郡山市　セーフコミュニティ 検 索

発行　平成29年３月
郡山市市民部 市民安全課 セーフコミュニティ推進室
電話 024-924-2151

この印刷物は、
環境にやさしい植物油
インキを使用しています。
紙へリサイクル可。

■ 実施中の対策 ■
合同パトロールを

継続中

出典：郡山市客引き等実態調査（毎月最終金曜日夜の状況）

H20
（2008）

2月 5月 12月
H21

（2009）

月平均月平均
H22

（2010）

月平均
H23

（2011）

月平均
H24

（2012）

月平均
H25

（2013）

月平均
H26

（2014）

月平均
H27

（20１5）

月平均
H28

（2016）

月平均

91
96

8
21

45
58

32
44

55 55
62 62

H19
（2007）

東日本大震災
H23（2011）.3.11

条例施行により
大幅に減少

徐々に増加

震災後に減少したが、
徐々に増加

単位：人

条例施行
H20（2008）.4.1

郡山駅前が敬遠されます 客引きのコストが料金に上乗せされる 景観の悪化・タバコの投げ捨て

客引きは悪印象 客引きは高い 客引きは街を汚す

11



セーフコミュニティとは けがや事故を予防する国際基準の安全・安心

国際的な認証制度

セーフコミュニティに取り組むことによる効果

平成29年度のセーフコミュニティ認証取得を目指します！

キーワードは「協働」と 「データ」

データ分析から対策実施まで（例）

　セーフコミュニティとは、ＷＨＯ（世界保健機関）地域安全協働センター（注１）が推奨
する「けがや事故の予防活動」の認証制度です。

　セーフコミュニティでは、「生活の安心と安全を脅かすけがや事故は、原因を究明す
ることで予防することができる」という理念のもと、地域の実情をデータを用いて客観
的に分析し、地域住民、地域の団体・組織、関係機関、行政などが力をあわせてけがや
事故の予防に取り組みます。

　郡山市は、日本で１５番目（東北で２番目、福島県では初めて）となるセーフコミュニ
ティ認証の取得を目指しています。

①けがや事故の減少により、市民の誰もが希求する「安全・安心」が向上する。

②安全・安心への取り組みを通じて、地域住民、関係機関、各種団体と行政が協働する
ことにより、情報や連帯意識を共有できる。

③国際基準による安全・安心の取り組みを行う自治体として地域イメージが向上する。

市
長
の
意
思
表
明

〈
取
組
宣
言
〉

活
動
実
施

国
外
審
査
員
の
審
査

認
証
申
請

審
査・認
証
式

再
認
証
申
請

2年以上の
活動継続

認
証
取
得・認
証
式

5年間の
活動継続

H26年11月4日 目標　H29年度

　住民、団体、行政が連携・協働して安全で
安心なまちづくりに向けて、改善を加えな
がら活動を継続します。

　セーフコミュニティでは、S+PDCAサイ
クルを活用し、科学的な根拠に基づく分析
により予防活動に取り組みます。

町内会
市役所

福  祉

NPO

病  院

防  犯

警  察

交  通

企  業

環  境

保健所

消  防

防  災
学  校

横断的な
連携・協働

安全診断
SEE

成果の測定・評価
CHECK

取組の実践
DO

取組の企画
PLAN

目標・対象等
の設定改善・反映

ACT

科学的データに基づく継続的活動

分析①
　郡山市内の交通事故
発生率は全国や福島県
よりも高い。

結果の評価、改善　
　対策実施前後を比較し効果等を
評価する。
　必要に応じ改善を図る。

対策実施

分析②
　交通事故の６割は交
差点（周辺含む）で発生
している。

① 「事故多発地点マップ」の配布
② 事故多発の看板設置
③ パトロールの重点的な実施

全体像を見る 特徴を見つける

　事故多発地
点を特定する。

更に詳しく

従来の活動も活用

笑顔を未来につなげよう　セーフコミュニティこおりやま

（注1）現在はセーフコミュニティ認証センター

新規
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桑野三丁目 15件No.4

柏山跨道橋西 10件No.9

図景二丁目 11件No.5

豊田町 11件No.7

郡山駅入口 18件No.2

大町 11件No.8

若葉町西 16件No.3

若葉町 22件No.1

小山田団地北西 6件No.22

島跨道橋東 6件No.18

島跨道橋西 9件No.11

開成三丁目 9件No.13

郡山警察署西 6件No.19
郡山警察署前 8件No.15

栄町 10件No.10

文化通り入口 6件No.21

逢瀬橋 6件No.24
安積橋南 6件No.20

横塚三丁目 8件No.14

消防署南 7件No.17

荒井大橋南 7件No.16

西ノ内 11件No.6

大池北 11件No.12

2015（H27）年　交通事故多発交差点（年間６件以上発生個所）

郡山駅前 6件No.23

年間6件以上発生が市内に24か所も！！

交通事故のおよそ6割が交差点で発生しています。
通勤や通学の経路に事故多発交差点はありませんか？
事故は「追突」が最も多くなっています。
交差点では速度を落とし、周りに注意して走行しましよう。

■道路形状別事故件数 2015年（H27）

■郡山市内 交通事故多発交差点（１年間で６件以上）

交差点内
614件 42％

交差点付近
228件 16％

単路
543件 37％

その他
73件 5％

交差点内と交差点付近を
合わせると 58％（842件）

若葉町交差点
郡山駅入口交差点
若葉町西交差点
桑野三丁目交差点
図景二丁目交差点
西ノ内交差点
豊田町交差点
大町交差点
柏山跨道橋西交差点
栄町交差点
島跨道橋西交差点
大池北交差点
開成三丁目交差点
横塚三丁目交差点
郡山警察署前交差点
荒井大橋南交差点
消防署南交差点
島跨道橋東交差点
郡山警察署西交差点
安積橋南交差点
文化通り入口交差点
小山田団地北西交差点
郡山駅前交差点
逢瀬橋交差点

3
4
1
3
6
3
5
5
0
3
3
2
3
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
44

19
14
15
12
5
8
6
6
10
7
6
9
6
5
8
7
7
6
6
6
6
6
6
6

192

22
18
16
15
11
11
11
11
10
10
9
11
9
8
8
7
7
6
6
6
6
6
6
6

236

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

№ 交差点名

合　　　計

人身事故 物件事故 合計
事故件数

データ期間：2015(H27)年(１月～12月)　　出典：郡山警察署調べ

●交通安全対策委員会
●こどもの安全対策委員会
●高齢者の安全対策委員会

■道路形状別の自転車事故発生割合

■郡山市の自転車事故（中学生から高校生までの発生件数）※2012（H24）/1/1～2015（H27）/8/31までの累計

高校生の皆さま、中学を卒業される皆さまへ

交差点内
76.4％

交差点付近
2.4％

単路
21.2％

中学校1年
（12-13歳）

160
140
120
100
80
60
40
20
0

件数

中学校2年
（13-14歳）

中学校3年
（14-15歳）

高校1年
（15-16歳）

高校2年
（16-17歳）

高校3年
（17-18歳）

18件 17件 12件

149件

91件
74件

12倍
以上の
増加

　自転車事故の７６％は交差
点で発生し、高校生の年代で
急に多くなっています。
　高校１年生の年代は特に
多くなっています。

私たちが
取り組んで
います

交差点では
『全力で』
安全確認を
しようね。

交通事故多発地点に注意
笑顔を未来につなげよう　セーフコミュニティこおりやま
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～ひとりで抱え込まずに
          気軽に相談してください～

●自殺予防対策委員会
●こどもの安全対策委員会
●高齢者の安全対策委員会
●防犯対策委員会
●防災・環境安全対策委員会

悩んでいる方がいたら 教えてあげてください。

■H28（2016）セーフコミュニティ地域診断のアンケート結果から
問16  郡山市内にこどもの虐待に関する相談窓口が
         あるのを知っていますか？

問25  自殺予防の相談窓口があるのを知っていますか？

1
2

知っている
知らない

44.4%
51.2%
4.5%

100.0%

975
1,124
98

2,197

選択番号 内　　容 選択数 割　合

無回答
計

1
2

知っている
知らない

31.0%
64.9%
4.2%

100.0%

680
1,425
92

2,197

選択番号 内　　容 選択数 割　合

無回答
計

知らない
方が多い

私たちが
取り組んで
います

■こころの相談・自殺防止・精神保健福祉相談
相談内容 相談窓口・機関 電話番号

郡山市保健所地域保健課 024-924-2163

受付時間

月～金　8:30～17:15
（祝日、年末年始を除く）

こころの健康相談ダイヤル 0570-064-556 月～金　9:00～17:00

福島いのちの電話 024-536-4343 毎日　 10:00～22:00
第3土  22:00～翌日10:00

東京自殺防止センター 03-5286-9090 毎日　20:00～翌朝6:00
(火曜日は17:00から)自殺を考えるほどの苦しい思いを聞きます

こころの健康･ひきこもり･アルコール･薬物や
ギャンブル等の依存の問題･精神障がい者の
医療・社会復帰等に関する相談

こころの病・不安・孤独・生きているのが
つらいなどのさまざまな悩み相談

■高齢者
相談内容 相談窓口・機関 電話番号

郡山市健康長寿課 024-924-2401
受付時間

月～金　8:30～17:15
（祝日、年末年始を除く）

郡山市介護保険課 024-924-3021

郡山市地域包括ケア推進課 024-924-3561

※専門相談（年金・法律・税金）は
　要予約 月～金 9:00～17:00

高齢者の介護予防・生活支援・虐待防止・
認知症の相談

福島県高齢者総合相談センター 024-524-2225家庭問題・老後の不安・介護の悩み等の相談

健康長寿の相談
介護保険の相談

■犯罪・暴力・迷惑行為
相談内容 相談窓口・機関 電話番号

警察安全相談
(県警察本部 県民サービス課)

＃9110
（プッシュ回線のみ）
024-525-3311

受付時間

月～金　9:00～17:00

性犯罪被害110番
(県警察本部 捜査第一課)

0120-503-732
（フリーダイヤル） 月～金　9:00～17:00

ふくしま被害者支援センター 024-533-9600 月～金 10:00～16:00
法テラス・
犯罪被害者支援ダイヤル

0570-079714
（ナビダイヤル）

月～金　9:00～21:00
土　　　9:00～17:00

犯罪被害･ストーカー･DV･性被害･
虐待･自殺･いじめ問題･振り込め詐欺
（オレオレ詐欺・架空請求・還付金詐欺）･
ヤミ金などの相談

■勤労者の健康相談
相談内容 相談窓口・機関 電話番号

郡山地域産業保健センター 024-924-1280
受付時間

月～金　9:00～16:00中小企業の事業主及び労働者の健康に関する相談

■消費生活・多重債務
相談内容 相談窓口・機関 電話番号

郡山市消費生活センター 024-921-0333

受付時間
月～金　8:30～17:15
（祝日、年末年始を除く）消費者トラブル・多重債務に関する相談

■女　性
相談内容 相談窓口・機関 電話番号

郡山市男女共同参画センター 024-924-0900
受付時間

相談日時はお問い合わせください
郡山市配偶者暴力相談支援センター
（こども支援課こども家庭相談センター内） 024-924-3341

毎日  8:30～18:00
（第３土曜日とその翌日、年末年始を除く）

夫婦関係の悩みや福祉制度等の相談
夫等からの暴力･離婚問題･家庭問題など
女性に関する相談

■こどもや子育て
相談内容 相談窓口・機関 電話番号

郡山市こども支援課
こども家庭相談センター 024-924-3341

受付時間
毎日  8:30～18:00
（第３土曜日とその翌日、年末年始を除く）

福島いじめSOS２４
(福島県教育委員会)

0120-916-024
（フリーダイヤル） 24時間

こどもの養育や虐待等のこどもに関する相談

福島県県中児童相談所 024-935-0611 月～金　8:30～17:15
上記受付時間以外は“189”子どものあらゆる相談(18歳未満)

いじめ問題

ヤングテレホン
(福島県警察本部 県民サービス課) 024-526-1189 月～金　9:00～17:00

子どもと家庭テレフォン相談
(県中央児童相談所) 024-536-4152 毎日　　9:00～20:00

（祝日･年末年始を除く）

学校・家庭生活に関する事(不登校･いじめ･
学業･非行･性格･子育て等に関する心配事)

■生活全般
相談内容 相談窓口・機関 電話番号

郡山市市民相談センター 024-924-2155

受付時間
月～金　8:30～17:15
（祝日、年末年始を除く）日常生活での困りごと相談

あなたは相談窓口（自殺・虐待・暴力など）を知っていますか？
笑顔を未来につなげよう　セーフコミュニティこおりやま

※平成29年2月1日現在で作成しています。
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A B

C

D

E
F

G

H

I

J

K

L

そこ 「アブナイカモ」 ！！

ちょっと
注意すれば
大丈夫

■けがをした場所別  救急車の出場件数
郡山市内の救急出場件数
うちけがによるもの　

※公衆が出入りする場所とは、商店、公民館、官公署、駅等

道 路
住 宅
公衆が出入りする場所
仕事場
その他

13,957件
3,485件
1,536件
1,171件
627件
96件
55件

割合
44%
34%
18%
3%
2%

H28(2016)年救急搬送データ（郡山消防本部）

内 

　訳

平成28年セーフコミュニティ地域診断アンケートより

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

階段
台所
居間、リビング
庭、塀(へい)、堀(ほり)
浴室、洗面所、トイレ
玄関、門
駐車場
廊下
寝室、こども部屋
その他
ベランダ

計

24.3%
14.0%
11.0%
10.7%
9.8%
9.1%
8.6%
3.7%
3.7%
2.8%
2.1%

100.0%

順位 内　　容 割　合
A

踏み台になる物を
置かない

こどもが洗濯機に
落ちる

危 険

対策
B

食べ物は小さく切り、
飲み物と一緒に食べる

食べ物をのどに
つまらせる

危 険

対策
C

ゆっくりあける
一声かける

ドアを急に開けて
ぶつかる

危 険

対策

歩くところに
コードを置かない

電気のコードで
ころぶ

危 険

対策

すべりやすい物を
置かない

新聞紙等で
すべってころぶ

危 険

対策

過去１年間に自宅でけがをした場所は
どこですか？（いくつでも選択）

L
手すりやすべり止めの
設置、物を置かない

階段での転倒、転落
危 険

対策

G
こどもの手が届く
ところには置かない

こどもが何でも口に入れる
（たばこ、くすり、小さなもの）

危 険

対策
H

目をはなさない、熱湯が
危ないことを教える

こどもが熱湯で
やけどする

危 険

対策
I

ふみ台になるものを置か
ない、フェンスを点検する

こどもがベランダ
から落ちる

危 険

対策

J
洗剤を正しく使う、
説明書を読む、換気する

トイレ掃除で
有毒なガスが発生

危 険

対策

K
高温にしない、長湯を
さける、脱衣所を暖かく

入浴中の急病、熱中症、
心疾患、ヒートショック

危 険

対策

住宅でのけがが多い
笑顔を未来につなげよう　セーフコミュニティこおりやま

●こどもの安全対策委員会   ●高齢者の安全対策委員会私たちが取り組んでいます

■65歳以上の方が過去1年間にけがをした場所 ■就学前のこどもが過去1年間にけがをした場所

郡山市セーフコミュニティ「市民意識調査アンケート（調査時期 2014年12月）

自宅内および周辺
道路・歩道

商業・飲食・娯楽施設
学校・保育園・幼稚園
スポーツ・余暇施設

勤務先
その他

50.5
37.9

2.9
0.0
2.9
2.9
2.9

0％ 20％ 40％ 60％

郡山市セーフコミュニティ「市民意識調査アンケート（調査時期 2014年12月）

自宅内および周辺

道路・歩道

商業・飲食・娯楽施設

学校・保育園・幼稚園

スポーツ・余暇施設

その他

46.7

10.0

3.3

33.3

3.3

3.3

0％ 20％ 30％10％ 40％ 50％

最も
多い

D

段差をなくす、段差が
ある部分を知っておく

しきいや少しの
段差でころぶ

危 険

対策
F

E
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3.11を忘れないで災害は日ごろのチェックで減災しよう
笑顔を未来につなげよう　セーフコミュニティこおりやま

■H28（2016）セーフコミュニティ地域診断のアンケート結果から
問７　ご家庭での災害対策で現在行っているもの（できているもの）はどれですか？（いくつでも選択）

1
2
3
4
5

住宅用火災警報器の設置
家族の連絡方法確認、話し合い
家具などの固定・補強
消火器の設置
非常持ち出し品の用意・食糧の備蓄

42.3%
35.7%
31.6%
29.5%
28.2%

順位 内　　容 割 合
6
7
8
9
10

正確な情報の収集
避難場所、避難経路の把握
建物の耐震化、建物や塀(へい)の補強
防災訓練、自主防災組織の活動参加
その他
無回答

28.1%
24.4%
15.3%
4.4%
1.6%
10.2%

順位 内　　容 割 合

●防災・環境安全対策委員会私たちが取り組んでいます

あなたの備えは、

大丈夫？
家族で話し合い

確認しよう！

テレビ タンス、食器棚、本棚

冷蔵庫、電子レンジ

窓ガラス

避難通路の確保

飛散防止フィルム

ベランダ
落下防止をする。
余計な物は置かない。

ブロック塀
ひび割れや傾きはありませんか？
倒れる前に修理しましょう。

プロパンガス
倒れないように
しっかりと固定
する。

風水害への備え
日頃からの備え

避難する前に確認しましょう
情報の収集

洪水時の避難方法

屋内の地震対策

屋外の地震対策

集合住宅の地震対策

水平避難 垂直避難

家具などの保護 道路冠水に注意 河原にいた場合

　避難勧告や避難指示が出され
た時、ただちに避難できるよう
に、非常備蓄品（最低3日～1週
間分）や非常持出品を準備して
おきましょう。

　浸水ハザードマップから浸水
地域を把握し、「土のう」「水の
う」「止水板」を準備しておきま
しょう。

　雨漏りはもちろんのこと、強
風によって鉢植え、物干し竿な
どが飛散しないよう日頃から家
屋全体を点検及び整理整頓して
おきましょう。

・防災行政無線や広報車の
 呼びかけに
 耳を傾け
 ましょう。

　大切な家財道具は
できるだけ高い安全
な場所へ移動しま
しょう。

・テレビ、ラジオ、
 SNS等の気象
 情報に注意し
 ましょう。

　市から出される避難情報など
に応じて、近くの避難場所に避難
しましょう。

　屋外への避難が危険と判断した場
合は、自宅の上層階や近隣の高層ビ
ル等の建物に避難しましょう。

　内水氾濫・アンダー
パス等、道路冠水場
所には注意し、浸水し
たらただちに避難し
ましょう。

　急な増水や土砂災害
の危険があるので、雨が
降りだしたり、遠くで雷
鳴が聞えたら、川から離
れましょう。

家屋の点検 簡易な浸水防止 非常食料等の確保

わが家の防災ハンドブックを活用しましょう。
最新版のダウンロードページは検索で！！ 郡山市　防災ハンドブック 検 索

地震への備え

　テレビ台に固定し、ま
たテレビ台も動かないよ
うに固定しましょう。

　内側に飛散防止フィル
ムを貼りましょう。

　支え棒やＬ型金物で固
定し、二段重ねの場合は、
継ぎ目を金物で固定しま
しょう。

　固定金物・Ｌ型金物で固定し、
レンジ台も固定しましょう。

・共用部分に設置された消火器や火災報知
機の場所を確認しておきましょう。

・通路、非常階段、非常扉に物を置かない
ようにしましょう。

・ベランダの避難器具を確認しておきましょう。
・防災訓練には積極的に参加しましょう。
・防災設備の点検は定期的に受けましょう。

　玄関等の避難通路に
転倒する家具等を置か
ないようにしましょう。
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afe

ommunity

笑顔を未来につなげよう

けがや事故を防ぐ
国際基準の安全・安心に
取り組んでいます

セーフコミュニティ こおりやま

2015
活動開始

2016
2017

事前指導

国際認証取得予定

違法な客引き行為を許さない
笑顔を未来につなげよう　セーフコミュニティこおりやま

●防犯対策委員会私たちが取り組んでいます

■H28（2016）セーフコミュニティ地域診断
　のアンケート結果から

■市条例に違反している客引人数

問30  郡山駅前の違法客引きや違法スカウト行為（通称「カラス族」）に
　　　どのような印象を持っていますか？（いくつでも選択）
　　　 ※飲食店、カラオケ店の呼び込みは、違法客引きではありません。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

怖い、威圧感を感じる
通行のさまたげ
景観を悪くする
しつこい
かっこ悪い
タバコの投げ捨てをする
その他
断りにくい
まちのにぎわいを感じる
店に行くのに便利
かっこ良い
　　　　　　　　　　　　  無回答

50.6%
48.7%
40.6%
36.3%
23.2%
13.2%
6.7%
6.6%
2.3%
1.4%
0.7%
12.5%

順  位 内　　容 割　合

セーフコミュニティの情報は検索で 郡山市　セーフコミュニティ 検 索

発行　平成29年３月
郡山市市民部 市民安全課 セーフコミュニティ推進室
電話 024-924-2151

この印刷物は、
環境にやさしい植物油
インキを使用しています。
紙へリサイクル可。

■ 実施中の対策 ■
合同パトロールを

継続中

出典：郡山市客引き等実態調査（毎月最終金曜日夜の状況）

H20
（2008）

2月 5月 12月
H21

（2009）

月平均月平均
H22

（2010）

月平均
H23

（2011）

月平均
H24

（2012）

月平均
H25

（2013）

月平均
H26

（2014）

月平均
H27

（20１5）

月平均
H28

（2016）

月平均

91
96

8
21

45
58

32
44

55 55
62 62

H19
（2007）

東日本大震災
H23（2011）.3.11

条例施行により
大幅に減少

徐々に増加

震災後に減少したが、
徐々に増加

単位：人

条例施行
H20（2008）.4.1

郡山駅前が敬遠されます 客引きのコストが料金に上乗せされる 景観の悪化・タバコの投げ捨て

客引きは悪印象 客引きは高い 客引きは街を汚す
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